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ぎふ清流国体ラグビーフットボール競技（中池多目的広場）
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応援ありがと うございました

ぎふ清流国体・ぎふ清　流大会関市実行委員会　☎23-7755

剣

　道

ゴ
ル
フ

ラ
グ
ビ
ーフッ

ト
ボ
ー
ル

　

心
を
ひ
と
つ
に
日
本
再
生
。
第
67

回
国
民
体
育
大
会
「
ぎ
ふ
清
流
国

体
」
、
第
12
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
「
ぎ
ふ
清
流
大
会
」
は
、
各

競
技
会
場
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　市
民
の
皆
さ
ん
の
白
熱
し
た
応
援

に
よ
り
、
関
市
で
開
催
さ
れ
た
競
技

の
う
ち
、
剣
道
で
は
成
年
男
子
、
成

年
女
子
、
少
年
女
子
で
優
勝
を
果
た

す
な
ど
、
岐
阜
県
選
手
団
の
天
皇

杯
・
皇
后
杯
の
獲
得
に
大
き
く
貢
献

し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
他
の
競
技

で
も
、
岐
阜
県
選
手
の
活
躍
は
大
変

素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

　関
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
国
体
開

催
前
よ
り
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
や
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動
、
リ
ハ
ー
サ
ル

大
会
、
「
鍛
錬
の
火
」
市
民
リ
レ
ー

な
ど
の
取
り
組
み
、
大
会
運
営
や
お

も
て
な
し
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
尽
力
で
、

大
会
を
円
滑
に
進
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　ぎ
ふ
清
流
国
体
で
の
岐
阜
県
チ
ー

ム
の
優
勝
、
大
会
の
成
功
は
、
舞
台

裏
で
支
え
た
市
民
の
皆
さ
ん
の
活
躍

が
あ
っ
て
こ
そ
で
あ
る
こ
と
は
い
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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応援ありがと うございました

ぎふ清流国体・ぎふ清　流大会関市実行委員会　☎23-7755照会先
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ン
タ
ー
フ
ァ
イ
ア
ピ
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ト
ル
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大
会
を
終
え
て

　

ぎ
ふ
清
流
国
体
・
ぎ
ふ
清
流
大
会
で

は
、
全
国
か
ら
約
３
万
６
０
０
０
人
の

方
が
関
市
を
訪
れ
て
い
た
だ
き
、
県
内

外
の
多
く
の
方
と
ふ
れ
あ
い
、
多
く
の

感
動
と
感
謝
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
全
国
に
「
関
市
」

の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
く
、
大
変
貴

重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

関
市
で
は
、
市
民
総
参
加
で
国
体
を

盛
り
上
げ
、
成
功
さ
せ
た
自
信
と
誇

り
を
持
っ
て
、
今
後
も
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
、
観
光
の
交
流
な
ど
に
一
層
の
努
力

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
の
国
体
を
機

に
、
「
新
た
な
関
市
」
を
創
り
上
げ
て

い
く
出
発
点
と
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
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平成２３年度決算の状況

市の家計簿を公表します

照会先 財政課　 23-7709

　市の財政がどのように運営されたかを市民の皆さんに把握してもらうため、財政状況の公表を行って
います。今回は、平成23年度決算の状況をお知らせします。詳しくは、市役所、各地域事務所および西部
支所の掲示場に掲示するほか、市ホームページ（http://www.city.seki.gifu.jp/）でも見ることができます。

　一般会計の歳入総額は、４０４億４，０４２万円で、前年度と比較して６億５，３０６万円増加（伸率１．６％）
しています。また、歳出総額は、３８１億７，７５３万円で、前年度と比較して６億８，６８８万円の増加（伸率１．
８％）となっています。
　市の借入金である市債の年度末現在高は、一般会計、特別会計、企業会計合わせて６５１億１，１７９万円
で、前年度と比較して１億４，９３８万円減少（伸率△０．２％）しています。一方、貯金である基金（一般会計）
の年度末現在高は、１７３億５，４１８万円で、４億８，５８８万円増加（伸率２．９％）しています。

歳入 歳出
合計  404億
4,042万円

市税
128億4,811万円

民生費
103億40万円

教育費
69億1,512万円

総務費
49億9,030万円

公債費
49億8,265万円

土木費
36億8,917万円

衛生費
29億7,373万円29億7,373万円29億7,373万円

地方交付税
94億8,674万円

市債
52億3,120万円

国庫支出金
36億3,013万円

繰越金
22億9,671万円22億9,671万円

諸収入
11億8,906万円
県支出金 
17億8,007万円

繰入金
10億8,226万円

地方消費税交付金
8億8,799万円

消防費
17億5,252万円17億5,252万円

農林水産業費
14億9,852万円

商工費
6億2,863万円

その他
20億815万円

その他
4億4,649万円

合計  381億
7,753万円

■議会費
　市議会運営のための経費で、議員報酬も含まれます。

■総務費
　庁舎や財産の維持管理、戸籍管理、税金の徴収など
の経費です。

■民生費
　障がいのある方や高齢者に対する福祉の充実、子
育て支援などの経費です。

■衛生費
　　環境保全、疾病予防、健康増進などの経費です。
■農林水産業費

　農林水産業の振興を図るための支援や、生産基盤
整備などの経費です。

■商工費
　商工業や観光の振興などの経費です。

■土木費
　道路や河川、公園などの社会資本整備のための経
費です。

■消防費
　消防活動や災害対策などのための経費です。

■教育費
　学校教育・生涯学習の充実、文化・スポーツ振興な
どの経費です。

■災害復旧費
　大雨、暴風、地震などの災害により被災した施設等
を復旧するための経費です。

■公債費
　市債の元金・利子や一時借入金の利子を支払うた
めの経費です。

●歳出

一般会計
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市の家計簿を公表します

一般会計基金の状況市債の状況

主な財政用語の説明

●会計区分
■一般会計

　市税、国や県からの補助金・交付金、手数料などの
収入や、市の行う仕事に必要な支出といったお金の処
理をまとめて行うために設けられた会計で、市のお金
の流れの中心となっています。

■企業会計
　事業で収益を上げて、その収益でまかなわれる会計
で、関市では上水道事業会計がこれにあたります。

■特別会計
　国民健康保険事業や下水道事業のように、保険料
や使用料などの収入で運営していく事業については、
その事業にかかるお金の流れをわかりやすくするた
めに、一般会計とは別の会計を設けることになってい
ます。

■市税
　市民や市内に事務所などをもつ法人などに納めて
いただく税金で、市民税、固定資産税、軽自動車税、市
たばこ税、都市計画税などがあります。

■地方譲与税
　国税として徴収したものを、国が一定の基準により、
市に対して譲与するもので、地方揮発油譲与税、自動
車重量譲与税などがあります。

■地方消費税交付金
　地方消費税の一部を財源として、県が人口と従業者
数で按分し、市に対して交付するものです。

■地方交付税
　全国どの市町村に住んでも一定水準の行政サービ
スが受けられるよう、所得税、法人税、酒税、消費税、た
ばこ税といった国税の一定割合を財源として、国が一
定基準により市に交付するものです。

■分担金・負担金
　市の行う事業により利益を受ける方から、その受益
を限度として徴収するもので、保育園の保育料などが
該当します。

■使用料・手数料
　市の施設の利用や特定の事務により利益を受ける
方から、その受益に対する実費負担的なものとして徴
収するもので、体育館などの施設使用料や、住民票の
写しの交付手数料などが該当します。

■国庫支出金
　国が市に対して支出するもので、負担金、財政援助
のための補助金、委託金などがあります。

■県支出金
　県が市に対して支出するもので、県自らの施策とし
て単独で交付するものと、国庫支出金を県が経費の全
部または一部として交付するものがあります。

■財産収入
　市が所有する財産の貸付け、売払いなどにより得た
現金収入のことで、公共用地の売払収入や、基金積立
金の利子などが該当します。

■繰入金
　各種基金の取り崩しにより繰り入れたお金です。

■繰越金
　前年度の決算上、余ったお金です。

■諸収入
　収入の性質により、他の収入科目に含まれない収入
をまとめたもので、延滞金、預金利子、貸付金元利収
入、雑入などがあります。

■市債
　学校や道路などを建設する場合のように、長期間に
わたって利用することができ、多額の費用が必要なも
のの財源に充てるため、地方自治体が、政府・地方公共
団体金融機構・銀行などから調達する長期的な借入金
を「地方債」といい、市が調達する資金が「市債」です。

●歳入

合計  173億
5,418万円
※土地開発基金などの
定額運用基金は
含んでいません。

現在高  651億
1,179万円

財政調整基金
56億2,026万円

減債基金
34億3,321万円

地域振興基金
25億6,315万円

公共施設等
整備基金
24億7,467万円

臨時財政対策債臨時財政対策債
127億5,876万円

企業会計合計
29億7,743万円

土木債
77億
1,044万円

教育債
63億
6,214万円6,214万円総務債総務債

33億
2,595万円2,595万円2,595万円2,595万円2,595万円

下水道
154億
442万円

農業集落
排水事業 
57億
5,472万円5,472万円

簡易水道事業
28億9,130万円

衛生債19億4,123万円
減税補てん債14億2,077万円
消防債14億111万円
農林債12億8,179万円民生債

6億2,135万円

商工債
2億6,788万円

その他
3億8,885万円

その他6億365万円

一般会計一般会計

特別
会計

企業企業企業
会計会計会計

職員退職
手当基金
21億765万円

その他
2億2,872万円

地域福祉基金
9億2,652万円
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都市計画税の使途状況

特別会計

会　計　名 収入済額 支出済額

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 ( 事 業 勘 定 ) 94億   332万円 92億8,684万円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 ( 直 診 勘 定 ) 7億3,107万円 6億9,329万円

下 水 道 特 別 会 計 33億6,076万円 33億3,557万円

財 産 区 特 別 会 計 1,941万円 1,747万円

中 小 企 業 従 業 員 退 職 金 共 済 事 業 特 別 会 計 1億2,934万円 1億2,934万円

食 肉 セ ン タ ー 事 業 特 別 会 計 4,592万円 4,592万円

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 8億3,987万円 8億3,980万円

公 設 地 方 卸 売 市 場 事 業 特 別 会 計 4,770万円 4,770万円

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 54億9,571万円 54億8,102万円

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 6億8,304万円 6億8,281万円

有 線 放 送 事 業 特 別 会 計 4,126万円 4,093万円

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 7億2,051万円 7億   778万円

合 計 215億1,791万円 213億   847万円

区　　分 金　　額

都
市
計
画
事
業
費
な
ど

街 路

公 園

下 水 道

そ の 他

都市計画事業　計  　

1億5,739万円

3億6,724万円

2億9,159万円

1億2,277万円

9億3,899万円

土地区画整理事業 1,400万円

地 方 債 償 還 額 20億5,093万円

合　　　 　　　計 30億   392万円

上
記
の
財
源
内
訳

地 方 債 7,420万円

支 出 金 1億6,913万円

負 担 金 そ の 他 1億2,543万円

都市計画税収入額 9億7,189 万円

一 般 財 源 等 16億6,327万円

合　　　　 　　計 30億   392万円

市民1人あたりの使い道

市税に対する負担状況

区　　分 1人あたり

議 会 費 3,609円

総 務 費 53,723円

民 生 費 110,888円

衛 生 費 32,013円

農 林 水 産 業 費 16,132円

商 工 費 6,768円

土 木 費 39,715円

消 防 費 18,867円

教 育 費 74,444円

災 害 復 旧 費 1,198円

公 債 費 53,640円

合 　 　 　 　 　 計 410,997円

区　　分 1人あたり

市 民 税 53,209円

固 定 資 産 税 66,080円

軽 自 動 車 税 2,035円

市 た ば こ 税 5,900円

都 市 計 画 税 10,463円

入 湯 税 628円

合 計 138,315円

人口92,890人：平成24年3月31日現在

人口92,890人：平成24年3月31日現在
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市の家計簿を公表します

健全化判断比率と資金不足比率からみる財政の健全度

財政運営判断指標からみる財政の健全度

1

2

●健全化判断比率（地方公共団体の財政の健全性に関する指標）

●財政運営判断指標（「関市健全な財政運営に関する条例」に基づく市独自の財政指標）

●資金不足比率（地方公営企業の経営の健全性に関する指標）

指　標　名 平成２３年度 説　　　　　明

経 常 収 支 比 率 88.8%

公債費、人件費などの義務的経費や経常的に支出される物件費、維持補修費などに使われた
一般財源の額が、市税、地方交付税など経常的に収入される一般財源の総額に占める割合を
表す比率　この比率が高くなると、臨時的事業に投資できる資金が少なくなるため、財政が硬
直しているということになります。

財 政 調 整 基 金 比 率 24.2% 標準的な１年間の収入に対して、貯金である財政調整基金が占める割合を表す比率で、年度
間の臨時的な支出に対応できる「ゆとり」を判断するための指標

地 方 債 残 高 比 率 161.8% 標準的な１年間の収入に対して、借入金である地方債の残高が占める割合を表す比率で、将来
の地方債発行可能額を判断するための指標

債 務 償 還 可 能 年 数 6.6年 使い道が自由な収入をすべて使ったと仮定して、地方債などの債務を償還するのにかかる年
数を表すもので、債務が返済可能な規模となっているかを判断するための指標

公 債 費 の
普 通 交 付 税 算 入 率 57.6% これまでに発行した地方債の単年度における返済額（公債費）のうち、普通交付税を算定する

ための基準となる財政需要額に算入される金額の割合を表す比率
地 方 債 残 高 の
普 通 交 付 税 算 入 率 63.9% これまでに発行した地方債の年度末残高のうち、普通交付税を算定するための基準となる財

政需要額に算入される金額の割合を表す比率

指　標　名 平成２３年度 平成２2年度
参　　考

説　　　　明早期健全化基準
※2 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率
※1
ー

（△7.66％）

※1
ー

（△7.37％）
12.21% 20.0% 市の一般会計などの赤字の程度を指標化し、財

政運営の深刻度を示す比率

連結実質赤字比率
※1
ー

（△12.75％）

※1
ー

（△13.29％）
17.21% 30.0% 市のすべての会計の赤字や黒字を合算して、市全体の赤字

の程度を指標化し、市全体の財政運営の深刻度を示す比率

実 質 公 債 費 比 率 12.2% 12.1% 25.0% 35.0% 市の借入金の返済額や、これに準じる額の大き
さを指標化し、資金繰りの危険度を示す比率

将 来 負 担 比 率 10.2% 20.9% 350.0% ※3
ー

現時点での市の借入金の額や将来負担しなければならない
額を指標化し、今後の財政運営を圧迫する可能性を示す比率

事　業　名 平成２３年度 平成２2年度
参　　考

説　　　　明
経営健全化基準

上 水 道 事 業 ー
（△3.8％）

ー
（△4.3％）

20.0%
公営企業の資金不足を指標化し、経営状況の深
刻度を示す比率
※一般会計の実質赤字比率に相当するもの

下 水 道 事 業 ー
（0.0％）

ー
（0.0％）

農業集落排水事業 ー
（0.0％）

ー
（0.0％）

食肉センター事業 ー
（0.0％）

ー
（0.0％）

公設地方卸売市場事業 ー
（0.0％）

ー
（0.0％）

簡 易 水 道 事 業 ー
（0.0％）

ー
（0.0％）

関市の財政の健全度
　平成23年度決算に基づく本市の健全化判断比率、資金不足比率および財政運営判断指標は、次のとおりです。健
全化判断比率および資金不足比率ともに早期健全化基準などを下回り、前年度に引き続き健全な状態です。
　今後とも、これらの財政運営のルールに基づき、現在の健全財政を維持するとともに、住民自治による行財政運営
の充実・健全化を図っていきます。

※1 実質赤字比率、連結実質赤字比率とも黒字であったため「－」と表記していますが、参考に黒字の程度を（　）内に△で併記しています。 
※2 市町村の早期健全化判断基準は、財政規模に応じて異なります。
※3 将来負担比率には、財政再生基準は設けられていません。

※各会計の資金不足比率は黒字であったため「－」と表記していますが、参考に黒字の程度を（　）内に△で併記しています。

※平成２４年５月施行の条例に基づく指標のため、平成２３年度決算については各指標の結果報告のみで、目標値は設けられていません。
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指　標　名 一般家庭にたとえて説明すると・・・

経常収支比率
88.8％

給料のうち、どうしても必要な生活費やローン返済額などが占める割合を表してい
ます。支払わなくてはならない経費の割合が、88.8％を占めているということになり
ます。

財政調整基金比率
24.2％

使い道の決まっていない定期預金が、所得と比較したときにどれだけあるかを表していま
す。所得の24.2%の蓄えがあるということになります。

地方債残高比率
161.8％

住宅ローンなどの借入金の残高が、所得と比較したときにどれだけ残っているかを
表しています。所得の約1.6倍のローンが残っていることになります。

債務償還可能年数
6.6年

給料のうち、どうしても支払わなければならない経費以外のお金をすべてローンの
返済に充てたとして、何年で借金が返済できるかを表しています。計算上では、７年
以内にすべての借入金を返済できることになっています。

公債費の
普通交付税算入率

57.6%

ローン返済額のうち、利子補給や税額控除などの補てんがあった割合を表していま
す。ローン返済額の57.6%は補てん分であり、自己負担分は返済額の42.4%というこ
とになっています。

地方債残高の
普通交付税算入率

63.9%

ローン残高のうち、利子補給や税額控除などの補てんが受けられる割合を表してい
ます。ローン残高の63.9%は補てんが受けられる見込みであり、実際に負担すべき
ローン残高の割合は、36.1%ということになります。

広報せき 2012.11.1

●財政運営判断指標を家庭にたとえると・・・

■支払わなければならない経費の割合
　例：食費、光熱水費、ローン返済など

■自由に使える割合
　例：旅行、自動車購入など

■利子補給などの補てんがあった割合

■ローン返済額のうち、実際の自己負担
　分の割合

■利子補給などの補てんが受けられる　
　ローン残高の割合

■ローン残高のうち、実際に負担しな　
　ければならない残高の割合

88.8％

11.2％11.2％

88.8％

11.2％

57.6％
42.4％

63.9％
36.1％

所得

0.0% 25.0%

24.2%

50.0% 75.0% 100.0%

100.0%

使い道の決まっていない定期預金

所得

0.0% 50.0%

161.8%

100.0% 150.0% 200.0%

100.0%

住宅ローンなどの借入金残高

88.8％

11.2％

57.6％
42.4％

63.9％
36.1％

所得

0.0% 25.0%

24.2%

50.0% 75.0% 100.0%

100.0%

使い道の決まっていない定期預金

所得

0.0% 50.0%

161.8%

100.0% 150.0% 200.0%

100.0%

住宅ローンなどの借入金残高

57.6％
42.4％

63.9％
36.1％
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◎収益的収支の収入合計と支出合計の差額 5,104万円 が平成23年度の純利益となります。

◎資本的収入が支出に不足する額4億3,093万円は、損益勘定留保資金などで補てんします。
　損益勘定留保資金とは、減価償却費などの現金を伴わない経費で資本的支出の財源になります。

収益的収支＜税抜き＞	

水道施設の建設や更新にかかる経費とその財源が計上されます。
企　業　債 … 施設建設などの財源とするために国などから借り入れる長期の借入金です。
建設改良費 … 水道施設の更新、改良などを行うための経費です。
企業債償還金 … 水道施設などをつくるために借りたお金の元金の支払いです。

資本的収支とは

広報せき 2012.11.1

市の家計簿を公表します

収益的収支＜税抜き＞	

資本的収支＜税込み＞	

水道施設を維持管理するための経費とその財源が計上されます。
減価償却費 … 固定資産（建物、機械備品など）が、時の経過などに伴って摩耗や消耗などにより、価値が減
　　　　　　  少した分を費用化したものです。
物　件　費 … 給配水管や機器などの修繕費、電気料、材料代などの経費です。
企業債利息 … 水道施設などをつくるために借りたお金の利息の支払いです。

上水道事業会計の経営状況

簡易水道の経営状況

上水道事業は、地方公営企業法に基づき経営し、皆さんの水道料金を主な収入源として「独立採算制」で運
営しています。上水道事業会計は、収益的収支と資本的収支に区分されます。

平成２３年度決算より

平成２３年度決算より

収益的収支とは

収入
合計  10億
8,098万円

営業収益（使用料など）
10億5,288万円　97%

特別利益
123万円　0%

営業外収益
2,687万円　3%

収入
合計  1億
6,985万円

企業債
8,570万円　
50%

工事負担金
8,405万円　
50%

固定資産
売却代金
10万円　0%

繰入金
2億8,730万円　
42%

市債
2億4,860万円　
37%

料金など
1億202万円　
15% 歳入

合計  6億  
8,304万円

繰越金
171万円　0%

国補助4,130万円　6%
諸収入
211万円　0%

支出
合計  10億
2,994万円2,994万円2,994万円

物件費
3億1,975万円　
31%

人件費
1億6,614万円　
16%

減価償却費
４億6,353万円　45%４億6,353万円　45%４億6,353万円　45%

その他の経費
1,911万円　2%

企業債利息
6,141万円　6%

支出
合計  6億
78万円

建設改良費
3億6,455万円　
61%

企業債償還金
2億3,623万円　
39%

公債費
2億8,523万円　
42%

人件費人件費人件費
3,187万円　3,187万円　3,187万円　
5%

建設費
2億9,436万円　
43%

維持管理費
7,135万円　
10%10%

歳出
合計  6億
8,281万円8,281万円
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市の家計簿を公表します

１．料金などとは、使用料や受益者負担金および検査手数料
　  などです。
２．市債とは、経営で不足する費用のうち、国が認めたお金を
　  借り入れるものです。
３．繰入金とは、経費不足分を関市一般会計から繰り入れす
　  るものです。
４．国県補助金とは、主に建設事業に対する補助金などです。

１．人件費とは、給料・手当・共済費などです。
２．建設費とは、水道管や汚水管、下水処理場などの工事にか     
　  かる費用です。
３．維持管理費とは、薬品の購入や電気料金および委託費用
　  です。
４．公債費とは、借り入れたお金を返済するための費用です。

下水道の経営状況
下水道の決算は、下水道特別会計・農業集落排水事業特別会計・し尿処理費（一般会計）を合算しています。

平成２３年度決算より

簡易水道、下水道の語句の説明

上下水道の料金を改定します

照会先 水道課　 23-7707　下水道課　 23-7708　 23-7741

　10月に検針する分（11月請求分）から上下水道の料金を改定します。

●改定後の上水道料金（簡易水道と飲料水供給施設を含む）

●改定後の下水道料金（農業集落排水とコミュニティ・プラントを含む）

◆計算式（基本料金＋水量料金）×１．０５（１０円未満切捨て）
２カ月分の基本料金（量水器１個につき）（消費税抜き）

◆計算式（基本料金＋超過料金）×１．０５（１０円未満切捨て）
２カ月分の料金（消費税抜き）

２カ月分の水量料金（１㎥につき）（消費税抜き）

口径（㎜） １３ ２０ ２５・３０ ４０
金 額 （ 円 ） １，１２０ １，２４０ ２，７４０ ３，９００

口径（㎜） ５０ ７５ １００ １５０
金 額 （ 円 ） ５，２８０ ７，１２０ ８，３００ １７，２６０

使用水量（㎥） １～２０ ２１～４０ ４１～６００ ６０１～
金 額 （ 円 ） ２０ ８０ １３０ １８０

基本料金 超過料金（１㎥につき）
使 用 水 量（ ㎥ ） ０～２０ ２１～４０ ４１～８０ ８１～
金 額 （ 円 ） ２，１００ １１０ １１５ １２０

繰入金
20億3,923万円　
47%

国県補助金
6億2,592万円　6億2,592万円　6億2,592万円　
15%15%

市債
5億3,720万円　5億3,720万円　5億3,720万円　
12%12%12%

料金など
10億6,383万円　
25%

歳入
合計  43億  
529万円

諸収入
3,911万円　1%

公債費
19億
1,202万円　
45%

人件費人件費
2億3,144万円　2億3,144万円　
5%

建設費
12億915万円　
28%

維持管理費
9億2,854万円　
22%

合計  42億
8,115万円8,115万円

歳出



未来の科学の夢絵画  (一社)岐阜県発明協会長賞
足力発電！
今井 萌香 さん（富岡小6年）

未来の科学の夢絵画  関市長賞

CO２をエネルギーにする発電所
坂井 玲音 さん（倉知小5年）

未来の科学の夢絵画  関市議会議長賞

再生カプセル
平田 萌菜美 さん（旭ヶ丘中2年）
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未来の科学の夢絵画

未来の刃物・アイデア刃物

( 一 社 ) 岐 阜 県 発 明 協 会 長 賞 足力発電！ 今井　萌香さん 富 岡 小6年
関 　 　 市 　 　 長 　 　 賞 CO２をエネルギーにする発電所 坂井　玲音さん 倉 知 小5年
関  市  議  会  議  長  賞 再生カプセル 平田萌菜美さん 旭ヶ丘 中2年
発  明  協  会  関  支  会  長  賞 発電スニーカー 美濃羽亮佑さん 旭ヶ丘 小4年
関 　 市 　 教 　 育 　 長 　 賞 未来の植物エコカー 日下部奈未さん 田 原 小6年
関  商  工  会  議  所  会  頭  賞 雷エネルギータワー 田中　志門さん 倉 知 小4年
(財)遠藤斉治朗記念科学技術振興財団理事長賞 ペットボトルを、けずる君 大野　伊織さん 武 芸 小6年
関市民リサイクル推進協議会長賞 わたしのかようグリーン小学校 久世明日海さん 瀬 尻 小2年
関中央ロータリークラブ環境保全委員長賞 便利なナビ付きキャッチャー 山口　神奈さん 富 野 中1年

関 　 　 市 　 　 長 　 　 賞 ホログラム包丁 羽田野真央さん 旭ヶ丘 小4年
関  市  議  会  議  長  賞 KID'S 包丁 辻  諭 里 奏さん 下有知 中2年
発  明  協  会  関  支  会  長  賞 ほねをカルシウムにする包丁 坂井　玲音さん 倉 知 小5年
岐阜県関刃物産 業 連合 会長 賞 一石三丁 波多野日向さん 武儀東 小6年
岐阜県関刃物産 業 連合 会長 賞 次世代刃物 大井　亮汰さん 瀬 尻 小6年
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児童生徒の発明くふう作品  岐阜県知事賞

手の不自由な人のまな板
古田  毅 さん（下有知小5年）

児童生徒の発明くふう作品  (一社)岐阜県発明協会長賞

やることやったらおこづかいBOX
林 亜実 さん（旭ヶ丘小5年）

児童生徒の発明くふう作品  関市長賞

人混みにやさしい傘
坂井 玲音 さん（倉知小5年）

児童生徒の発明くふう作品
岐 　 阜 　 県 　 知 　 事 　 賞 手の不自由な人のまな板 古 田 　  毅 さん 下有知 小5年
( 一 社 ) 岐 阜 県 発 明 協 会 長 賞 やることやったらおこづかいBOX 林　　亜実さん 旭ヶ丘 小5年
関 　 　 市 　 　 長 　 　 賞 人混みにやさしい傘 坂井　玲音さん 倉 知 小5年
関  市  議  会  議  長  賞 ぴしっといす 熊﨑真南風さん 南ヶ丘 小4年
発  明  協  会  関  支  会  長  賞 災害用多機能ヘルメット 安江　弘壮さん 瀬 尻 小6年
関 　 市 　 教 　 育 　 長 　 賞 節約シャンプーポンプ 太田晃之介さん 武 芸 小5年
関  商  工  会  議  所  会  頭  賞 いためものがしやすいフライパン 冨村　実央さん 下有知 小6年
関  市  教  育  委  員  長  賞 すき間キャッチャー 小見山真季さん 瀬 尻 小6年
関 市 小 中 学 校 長 会 長 賞 たし算マシーン 佐藤　　暖さん 富 岡 小3年
(財)遠藤斉治朗記念科学技術振興財団理事長賞 ピタッとスプーンとフォーク 亀山　史華さん 金 竜 小4年
関 市 Ｐ Ｔ Ａ 連 合 会 長 賞 ラクラクキャップマス 伊東　温希さん 桜ヶ丘 小6年
関市民リサイクル推進協議会長賞 ボールがじゃまになりません 今井　海里さん 富 岡 小4年
関 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ 会 長 賞 水はね防止機 岡田　直樹さん 緑ヶ丘 中2年
関中央ロータリークラブ会長賞 カリスマ美容師ファイル 今井　萌香さん 富 岡 小6年
(社)関 青 年 会 議 所 理 事 長 賞 ３６０°扇風機 溝畑　秀斗さん 下有知 中1年
国 際 ソロプ チミスト関 会 長 賞 ダンボの耳 亀山　史華さん 金 竜 小4年
関ロータリークラブ環境保全委員長賞 目ぐすり命中100％ 廣瀬　純聖さん 瀬 尻 小5年
関美濃まんりょうクラブ会長賞 ひなんようまくら 森　　舞子さん 金 竜 小2年
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関
の
美
発
掘

観　て
みたい

感じて
みたい

触れて
みたい

市内には、

の検討および作成

『関市景観計画』の策定に向けて取り組んでいます

関市の景観に関するアンケートの実施と写真を募集します

応募内容

応募方法

注意事項

お知らせ

照  会  先

　下記の設置場所で「アンケート票」と「景観写真応募票」を配布・回収します。写真を提供いただける
方は、必要事項を記入した応募票に L判サイズの写真を貼り付けて、回収箱に応募ください。
　Eメールでの応募の場合は、必要事項を記入の上、写真データを添付してください。

提出された写真は、返却しません。また、提出された写真を関市の計画書、
広報印刷物のほか、その他資料などに無償で使用させていただく場合があります。

11月上旬に「関市の景観」に関するアンケート票を市民の中から無作為抽出で
2,000 人の方に郵送配布します。アンケート票が届きましたら、ご記入のうえ返送
くださいますようお願いします。

都市計画課　景観係　☎23-8121　　23-7746
応募先 Eメール toshikeikaku@city.seki.lg.jp
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◆開催日　11 月７日（水）・23 日（金・祝）・28

日（水）、12 月１日（土）

◆募集人数　各日 30 人（最少催行人数 20 人）

◆料金　1 人 5,700 円　※大人料金のみ設定

◆行程　美濃太田（10:30）→富加（10:42）→関

（10:58）→美濃市（11:10）→郡上大和（12:15）

～送迎バス～

○行きの列車内で「どぶろくと甘酒」の試飲会

○大和町で郷土料理（どぶろく付き）の食事（12:30

～ 14:00）

※食事会場は開催日により異なります。　

　 ▽ 11 月７日＝食い処飲み処　三河屋　 ▽ 23 日

＝（有）勝美屋　 ▽ 28 日＝中国料理餃子飯店　

▽ 12 月１日＝料理旅館金松館

○蔵元（平野醸造）でどぶろくなどの試飲（14:15

～ 14:45）

○道の駅古今伝授の里やまとで、どぶろく・特産品

ショッピング ～送迎バス～　郡上大和（15:38）

→美濃市（16:47）→関（17:01）→富加（17:13）

→美濃太田（17:22）

◆その他　 ▽会費には運賃・食事代・試飲代が含ま

れます。　 ▽列車は往復とも貸切のお座敷列車で

す。　 ▽帰りの列車は途中下車有効です。　 ▽係

員が同行します。

　土・日・祝日のご利用には、お得で便利な「１日

フリーきっぷ」をご利用ください。

広報せき 2012.11.1

照会先 長良川鉄道株式会社　 23-3921　ホームページ http://www.nagatetsu.co.jp

イベント列車情報

古今伝授の里で味わう　大和のどぶろくとおすすめ料理

2013
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照会先　生活環境課  ☎ 23 － 7702

照会先　環境フェアせき実行委員会事務局（生活環境課内  ☎ 23 － 7702）

入場無料環境シンポジウム

午後２時～午後３時30分

午前10時～午後4時

  わかくさ・プラザ
「学習情報館・多目的ホール」

わかくさ・プラザ「中庭」

●腐葉土・苗木の無料配布　など

●ぼかし作り　●ちびっこ乗車体験　など

●行政・事業所・市民団体の環境活動に関する展示

「光熱費年間９万円の楽しい
  省エネ生活＋環境腹話術」

 エコロジロー「笑呼路次郎」さん  

（環境カウンセラー）

【講演】

【お楽しみイベント】

【体験】

【展示】

11月18日■日

11月18日■日

環境フェアせき２０１２

　あなたの家庭では、電気代とガス代を年間いくら払って
いますか。どうすれば、安くすることができるのでしょうか。
削減できて、しかもエコにつながる、そんな生活のポイント
を実体験に基づいて具体的にお話します。

◇主催／関市　◇後援／関市自治会連合会　◇協力／環境ネットせき

市内外の企業・団体などが集結し、日ごろの環境保全活動の取り組みを紹介します。

エコロジロー「笑呼路次郎」さん

プロフィール

　１９６５年生まれ、大阪大学薬学部卒。西宮

市在住。

　環境省認定「環境カウンセラー」、大阪府地

球温暖化防止活動推進員、兵庫県うちエコ診断

員。

　結婚と同時にエコに目覚める。自宅のマン

ションの庭で野菜やハーブ50種類を栽培し、水

道代は最低料金、電気代とガス代を合わせて年

間７万円以内、自家用車は持たないなどエコラ

イフを15年以上実践している。

　環境問題をおもしろく伝えるために、プロの

噺家から落語を学び、その後、腹話術にも取り

組む。現在、環境腹話術を組み入れた笑いのあ

る講演活動を展開している。

　薬剤師、公害防止管理者水質第一種の資格を

有する。健康や食品の安全性にも深い関心を持

ち、内閣府の「食品安全モニター」にも任命され

ている。

日時

日時

場所

場所

内容

内容

演題

講師

※イベント会場で出るごみの減量化にご協力ください。　※環境のため、公共交通機関をご利用ください。

「環境」をテーマとしたパネル展示、環境に関する活動の紹介・発表
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（地域別・50音順）／取扱店・所在地関市指定ごみ袋取扱店 照会先　生活環境課  ☎ 23 － 6733

広報せき 2012.11.1

関地域（９１店舗） 中部薬品中濃厚生病院前薬局 西本郷

アロマ島薬局 西本郷通１ デイリーヤマザキ関小瀬店 小瀬

イオン関店 倉知 デイリーヤマザキ関下有知店 水ノ輪

井上薬局 小瀬南２ 中喜金物店 本町２

ウラタ薬局西本郷店 西本郷通６ 中津屋薬局 仲町

ウラタ薬局本店 鋳物師屋３ ニュージョイス関森商店 新田

奥田金物店 西町 ハイショップマルナカ 千疋

オゼ薬局 小瀬 長谷部商店 下白金

カインズホーム関店 小屋名 ハローヘルス東新店 東新町６

亀山商店 小屋名 バロー関稲口店 稲口

木村屋商店 池尻 バロー関ひがし店 市平賀

ゲンキー関稲口店 稲口 バロー関緑ヶ丘店　 緑ヶ丘１

ゲンキー関下有知店 下有知 ピアゴ関店 片倉町

ゲンキー関東新店 東新町６ ファミリーマート円保通店 円保通１

珈琲茶館夢元亭 池田町 ファミリーマート下有知店 下有知

ココストア関インター店 稲口 ファミリーマート関神野店 神野

ココストア関黒屋店 黒屋 ファミリーマート関倉知店 倉知

五二堂 大門町３ ファミリーマート関広見インター店 広見

コメリハードアンドグリーン関市広見店 広見 ファミリーマート関平成通店 平成通１

サークルＫ関小瀬店 小瀬南２ 藤田雑貨商行 上利町

サークルＫ関くらち店 倉知 ベイシア関店 小屋名

サークルＫ関桜ヶ丘店 明生町２ ヘルスバンク小瀬店 十三塚北

サークルＫ関桜町店 東貸上 ヘルスバンク東新町店 東新町４

サークルＫ関市東新町店 東新町４ ホームセンターバロー関緑ヶ丘店 緑ヶ丘１

サークルＫ関市西田原店 西田原 丸光 本町５

サークルＫ関下有知店 下有知 三河屋パワーズ関店 肥田瀬

サークルＫ関白金店 上白金 ミツボシホームセンター旭ヶ丘店 旭ヶ丘３

サークルＫ関迫間店 迫間 三ッ丸食料品店 旭ヶ丘３

サークルＫ関ひだせ店 肥田瀬 ミニストップ関稲口店 稲口

サークルＫ関祭場店 倉知 ミニストップ関下有知店 下有知

サークルＫ西本郷通五丁目店 西本郷通５ ミニストップ関千疋店 千疋

サークルＫ山田店 山田 みのや金物店 相生町

酒向勝一商店 西本郷通７ めぐみの農協鮎之瀬支店 小瀬

サンダヤ 小瀬 めぐみの農協倉知支店 倉知

スギ薬局関店 倉知 めぐみの農協下有知支店 下有知

鈴木銅器店 小屋名 めぐみの農協せき金竜支店 上白金

セブンイレブン関市鋳物師屋店 鋳物師屋２ めぐみの農協せき金竜支店千疋営業所 千疋

セブンイレブン関市上白金店 上白金 めぐみの農協関口出張所 関口町２

セブンイレブン関市山王通店 山王通２ めぐみの農協関支店 若草通１

セブンイレブン関市下有知店 下有知 めぐみの農協田原支店 西田原

セブンイレブン関市東新町店 東新町１ めぐみの農協富岡支店 肥田瀬

セブンイレブン関市西本郷通店 西本郷通６ めぐみの農協富野支店 西神野

大善商店 本町１ ローソン関山王店 栄町５

タルヤ雑貨店 本町６ ローソン関平和通店 平和通２

中部薬品関ひがし店 市平賀 Ｙショップ関ホッタ店 星ヶ丘

中部薬品関緑ヶ丘店 緑ヶ丘２ ＹＳＰたるつな 本町８

洞戸地域（２店舗）

ニュージョイスかめやま 通元寺

めぐみの農協洞戸支店 市場

板取地域（２店舗）

めぐみの農協板取支店 上ヶ瀬

良平商店 野口

武芸川地域（１３店舗）

喫茶カム・アロング 跡部

コナミ 宇多院

サークルＫ武芸川店 高野

田下石油店 八幡

橋本屋薬局 宇多院

バロー武芸川店 高野

フードショップマツモト 宇多院

藤本商店 宇多院

㋝舟戸商店 谷口

古田石油 谷口

ヘルスバンク武芸川店 高野

めぐみの農協武芸川支店 小知野

餅又 八幡

上之保地域（７店舗）

小森商店 明ヶ島

田口商店 行合

ハートランドかみのほ 川合

富久屋 川合

㊥スーパー 鳥屋市

マルヘイ 川合

森下屋 宮脇

武儀地域（１２店舗）

サークルＫ武儀下之保店 下之保

スーパー丸万 富之保

中之保給油所 中之保

西部商店 富之保

マスヤ 中之保

マツオカ武儀店 下之保

めぐみの農協下之保営業所 下之保

めぐみの農協
関農業サポートセンター津保川営業所 中之保

めぐみの農協富之保営業所 富之保

山村電器 下之保

Ｙショップ下之保店 下之保

若栗屋 中之保

（H24.9.15 現在）
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●時間　午前8時45分～午後4時　※昼食を用意します。午前、午後のいずれかでも結構です。
●場所　わかくさ・プラザ「総合体育館」内
●内容　療育施設の通所児および兄弟の託児（乳幼児～小・中学生まで）
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照会先 関市児童発達支援センター記念事業実行委員会 （関市養護訓練センター内）  22-2304 23-4301
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く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
学
習
情
報
館
・
多
目
的
ホ
ー
ル
」

12
月
9
日
■日

日時

場所

「
子
ど
も
の
可
能
性
が
開
く
と
き

―
育
ち
合
う
関
係
を
求
め
て
―
」

「
地
域
の
暮
ら
し
か
ら
育
て
よ
う
！

 
　
　
　
　
　
　
　
　
子
ど
も
た
ち
の
力
」

  

肥
後
　
功
一
さ
ん 

（
島
根
大
学
理
事
・
副
学
長
）

肥
後
　
功
一
さ
ん
（
島
根
大
学
理
事
・
副
学
長
）

専
門　

教
育
臨
床
心
理
学
、

　
　
　

発
達
臨
床
心
理
学
・
臨
床
心
理
士

著
書 

「
育
ち
合
う
こ
と
の
心
理
臨
床
―

　
　
　

親
と
子
の
心
を
支
え
る
保
育
実
践
の
た
め
に
！
」

　
　
　

他
著
書
多
数

●
学
校
・
幼
児
関
係
者

　高
橋 

良
明
さ
ん

●
保
護
者
代
表

　
　
　
　大
志
万 
玲
子
さ
ん

●
保
健
・
医
療
分
野

　
　森 

美
幸
さ
ん

●
行
政

　
　
　
　
　
　
　服
部  

哲
久
さ
ん

（
桐
が
丘
幼
稚
園
園
長

　元
小
学
校
長
）

（
関
市
養
護
訓
練
セ
ン
タ
ー
親
の
会「
あ
ゆ
み
」会
長
）

（
関
市
保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
師
）

（
関
市
福
祉
部
長
）

テーマコーディ
ネーター

シンポ
ジスト

講 師 演 題
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篠
田
桃
紅
美
術
空
間

お
知
ら
せ

か
ら
の

【
照
会
先
】
篠
田
桃
紅
美
術
空
間
（
市
役
所
７
階
）
☎
23
―
７
７
５
６

　

岐
阜
県
美
術
館
は
、
１
９
８
２
年
の
開

館
以
来
、
岐
阜
県
ゆ
か
り
の
作
家
、
ル
ド

ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
と
し
て
、
幅
広

い
分
野
で
美
術
史
上
重
要
な
作
品
を
数
多

く
収
集
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
開
館
２
年

後
の
１
９
８
４
年
よ
り
、
優
れ
た
収
蔵
作

品
を
よ
り
多
く
の
県
民
に
鑑
賞
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
県
内
各
地
で
移
動
美
術
館

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
移
動
美
術
館
で
は
、
岐
阜
県
美

術
館
所
蔵
の
１
９
６
０
年
以
降
に
制
作
さ

れ
た
国
内
外
の
絵
画
、
彫
刻
26
点
を
展
示

し
ま
す
。
超
絶
技
巧
を
極

め
た
作
品
、
思
索
的
・
哲

学
的
作
品
、
ト
リ
ッ
ク

ア
ー
ト
的
な
陶
作
品
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
、

技
法
の
作
品
を
幅
広
く
紹

介
し
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
見
て
楽
し
め
、
現

代
美
術
の
お
も
し
ろ
さ
を

体
感
で
き
る
展
覧
会
を
開

催
し
ま
す
。

◆
会
期
…
11
月
６
日
（
火
）
～
12
月
24
日

（
月
・
振
休
）

◆
入
館
料
…
高
校
生
以
上
３
０
０
円
、
中

学
生
以
下
無
料

◆
休
館
日
…
月
曜
日
（
12
月
24
日
（
月
・

振
休
）
を
除
く
）、
休
日
の
翌
日
（
土
・

日
・
休
日
を
除
く
）

◆
開
館
時
間
…
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分掲載図版　辰野登恵子　「NOV-86-15」1988年

男女共同
参画社会

と女 男
ひとひと

女 男
ひとひと

参画“ことば”をもう一度vol.98

照会先 さんかくサポーター事務局（市民協働課内）☎ 23-6831

　これまでこのコーナーで紹介された言葉から、
身近になってきた “ ことば ” をもう一度整理します
と、それらは「イクメン」や「男性の育児休暇」
などがあります。これらの実態はどうなのか、標語
風・川柳風の短いフレーズで考えてみたいと思い
ます。
　まず「イクメン」ですが、
「妻も働く若いパパ、参画学んで家事手伝い」
　今ではこの言葉も広く認知されました。若い世
代では、既に当然のこととして理解、実践されて
います。
　そして「男性の育児休暇」についてですが、
「育休を取りたいパパは多けれど、リストラ恐い職
場の空気」
　現状はまだこのようなことではないでしょうか。

　夫が育児休暇を気軽に取得できれば、妻の子
育てや家事への負担が減り、どれだけ心身ともに
救われることでしょう。
　男女共同参画社会を実現するために、これから
はワークライフバランス（仕事と生活の調和）が
最重要です。
「仕事と家庭どちらが優先、どちらも大事な若いパパ」
　イクメンがそうであるように、時代が変われば
社会が変わり、個人の考え方や見方、そして意識
も変わってきます。そうなることで、皆が願う男女
共同参画社会の実現に、一歩一歩近づいていくこ
とと思います。
「子育てと仕事の両立できる世に、変わる環境待
ち望む」　　　　　　　　       

さんかくサポーター〈Ｊ〉

第
37
回
岐
阜
県
移
動
美
術
館

「
来
た
、見
た
、感
じ
た
！
現
代
ア
ー
ト
」展
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関
市
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
第
２
部

小
学
生
の
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
大
会
を
通
し

て
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
を
図
る
と
と
も

に
、
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
の
育
成

と
普
及
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で

も
観
戦
で
き
ま
す
。

■
日
時
・
内
容　

▽
11
月
10
日
（
土
）
午
前
９
時
～
＝
関
市
小

学
生
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
大
会
兼
第
９
回
全

国
小
学
生
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
選
手
権
大
会

関
市
予
選

▽
終
了
後
＝
小
学
生
ス
ク
ー
ル
・
ミ
ニ
ラ
グ

ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
交
流
戦

■
場
所　

グ
リ
ー
ン
・
フ
ィ
ー
ル
ド
中
池

■
入
場
料　

無
料

■
照
会
先　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
（
☎
23
―
７

７
６
６　

 

23
―
７
７
６
５
）

第
28
回

関
市
民
元
旦
サ
ッ
カ
ー
大
会

■
日
時　

12
月
９
日
（
日
）
～

■
場
所　

グ
リ
ー
ン
・
フ
ィ
ー
ル
ド
中
池
ほ
か

■
種
目
・
参
加
費　

▽
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
学

童
の
部
＝
１
団
１
０
０
０
円　

▽
中
学

生
の
部
＝
１
チ
ー
ム
１
０
０
０
円　

▽

高
校
生
・
一
般
の
部
（
16
歳
以
上
）
＝

１
チ
ー
ム
２
０
０
０
円　

▽
シ
ニ
ア
の

部
（
40
歳
以
上
）
＝
１
チ
ー
ム
２
０
０

０
円

■
参
加
資
格　

市
内
に
本
籍
が
あ
る
方
、
市

内
在
住
・
在
勤
ま
た
は
在
学
の
方

■
代
表
者
会
議　

11
月
20
日
（
火
）
午
後
７

時
30
分
～　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
総

合
体
育
館
・
２
―
２
会
議
室
」

■
申
込
・
照
会
先　

11
月
15
日
（
木
）
ま
で

に
所
定
の
申
込
書
に
記
入
の
う
え
、
参
加

費
を
添
え
て
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
（
☎
23
―

７
７
６
６　

23
―
７
７
６
５
）
へ
提
出

※
傷
害
保
険
未
加
入
の
チ
ー
ム
は
、
保
険
料

３
０
０
０
円
が
別
途
必
要
で
す
。

す
く
す
く
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

関
市
子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の

一
環
で
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し
ま

す
。
子
ど
も
の
衣
類
や
お
も
ち
ゃ
な
ど
が
多

数
出
品
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。
ご
希
望

の
方
は
、
わ
か
く
さ
児
童
セ
ン
タ
ー
（
わ
か

く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
総
合
福
祉
会
館
１
階
」）

窓
口
ま
で
、
直
接
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
18
店
ま
で
、
申
し
込
み
順
、
電
話
不
可
。）

■
日
時　

11
月
17
日
（
土
）
午
前
10
時
～
正
午

■
場
所　

ア
ピ
セ
・
関
「
多
目
的
ホ
ー
ル
」

■
入
場
料　

無
料

■
持
ち
物　

マ
イ
バ
ッ
グ
、
靴
入
れ
用
の
袋

（
会
場
内
は
土
足
禁
止
）、
小
銭

■
そ
の
他　

会
場
に
、
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
託
児
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

■
申
込
・
照
会
先　

11
月
３
日
（
土
・
祝
）

～
11
日
（
日
）
に
、
わ
か
く
さ
児
童
セ

ン
タ
ー
（
☎
23
―
７
７
７
４
）

合
同
企
業
説
明
会
in
関

　

中
濃
地
域
で
就
職
を
目
指
す
方
は
、
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

11
月
13
日
（
火
）
午
後
１
時
～
４

時
（
入
退
場
自
由
・
ス
ー
ツ
着
用
）

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
学
習
情
報

館
・
多
目
的
ホ
ー
ル
」

■
対
象　

学
生
・
一
般
求
職
者

■
参
加
企
業　

20
社
（
予
定
）

■
内
容　

参
加
企
業
が
そ
れ
ぞ
れ
ブ
ー
ス
を

設
置
し
、
採
用
計
画
な
ど
を
説
明
し
ま
す
。

■
照
会
先　

岐
阜
県
人
材
チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
５
８
―
２
７
８
―
１
１
４

９
）

35
周
年
記
念

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
民
踊
の
集
い

■
日
時　

11
月
11
日
（
日
）
午
前
10
時
～

■
場
所　

関
市
文
化
会
館
・
大
ホ
ー
ル

■
入
場
料　

無
料

■
照
会
先　

関
民
踊
研
究
会
・
大
野
富
恵（
☎

29
―
０
２
０
６
）

関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ 広報せき 2012.11.1

◆場所　わかくさ・プラザ「学習情報館1階・エントランスホール」

エントランスホール作品展

11月8日(木)～11月17日(土)

◆休館日　月曜日（休日を除く） 、休日の翌日（土・
　　　　　日・休日を除く）
■照会先　生涯学習課　☎23-7776

せき・まちかど工房ギャラリー

11月4日（日）まで

午前10時～午後5時

■照会先　せき・まちかど工房を支援する会
（本町商店街事務局内　☎24-8212）

岐阜新聞写真協会関グループ写真展

おおざる工房
11月6日（火）～11月11日（日）

作陶・ＣＧ二人展
11月13日（火）～11月18日（日）

ふれ愛写真作品展

あったか子ども見守り標語展
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食
品
加
工
体
験

■
定
員　

各
体
験
メ
ニ
ュ
ー
と
も
20
人
（
申

し
込
み
順
）

■
場
所
・
申
込
先　

ふ
る
里
農
園
美
の
関（
☎

25
―
１
５
８
８
）

■
体
験
メ
ニ
ュ
ー

第
57
回
関
市
文
化
祭

【
盆
栽
展
２
部
】

▽
日
時　

11
月
10
日
（
土
）・
11
日
（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時　

※
11
日
は
午

後
４
時
ま
で

▽
場
所　

関
市
文
化
会
館
・
ホ
ワ
イ
エ

▽
内
容　

濃
風
会
に
よ
る
展
示

【
文
芸
大
会
】

▽
日
時　

11
月
11
日
（
日
）
午
後
１
時
～

▽
場
所　

関
市
文
化
会
館
・
第
３
・
４
会
議
室

▽
内
容　

入
賞
者
の
表
彰
式

※
短
歌
・
俳
句
・
現
代
詩
部
門
は
、
表
彰
式

終
了
後
、
部
門
別
大
会
を
行
い
ま
す
。

【
洋
楽
祭
】

▽
日
時　

11
月
18
日
（
日
）
正
午
～
午
後
３

時
40
分

▽
場
所　

関
市
文
化
会
館
・
大
ホ
ー
ル

▽
内
容　

吹
奏
楽
、
フ
ラ
メ
ン
コ
、
ジ
ャ
ズ

演
奏
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
合
唱
、
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
、
ソ
プ
ラ
ノ
独
唱
、
ピ
ア
ノ
な

ど
の
公
演

■
入
場
料　

い
ず
れ
も
無
料

■
照
会
先　

文
化
課
（
☎
24
―
６
４
５
５
）

岐
阜
県
博
物
館
の
お
知
ら
せ

【
徳
山
の
く
ら
し
を
体
験
し
よ
う
】

　

旧
徳
山
村
か
ら
移
築
復
元
さ
れ
た
民
家

で
、
当
時
の
く
ら
し
や
文
化
に
つ
い
て
話
を

聞
き
ま
す
。
石
臼
挽
き
の
体
験
や
徳
山
名
物

「
地
獄
う
ど
ん
」
の
試
食
も
あ
り
ま
す
。

■
日
時　

11
月
18
日
（
日
）
正
午
～
午
後
２
時

■
定
員　

２
０
０
人

■
参
加
費　

無
料

※
当
日
受
け
付
け
。
午
前
11
時
か
ら
旧
徳
山

村
民
家
前
で
試
食
券
を
配
布
し
ま
す
。

【
木
で
来
年
の
干
支
（
巳
）
を
つ
く
ろ
う
】

　

木
の
ぬ
く
も
り
が
感
じ
ら
れ
る
干
支
の
置

物
を
つ
く
り
ま
す
。
簡
単
な
作
業
で
、
小
さ

い
お
子
さ
ん
も
楽
し
め
ま
す
。

■
日
時　

11
月
25
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分

～
２
時
30
分　

■
定
員　

40
人

■
参
加
費　
材
料
費
５
０
０
円
お
よ
び
入
館
料

■
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
申
し
込
み
。（
１
カ
月
前
か
ら
受
け

付
け
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

■
場
所
・
照
会
先　

岐
阜
県
博
物
館
（
☎
28

―
３
１
１
１　

 

28
―
３
１
１
０
）

長
良
川
鵜
飼
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

長
良
川
鵜
飼
を
後
世
に
守
り
伝
え
て
い
く

に
は
、
鵜
匠
の
技
術
伝
承
を
図
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
鵜
舟
・
鵜
籠
作
り
、
鵜
捕
り
な
ど

の
鵜
飼
を
支
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
に
つ
い

て
も
、
将
来
に
向
け
た
確
実
な
伝
承
が
必
要

で
す
。
そ
の
「
技
術
伝
承
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い
ま
す
。

■
日
時　

11
月
25
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分

～
４
時
30
分
ご
ろ

■
場
所　

じ
ゅ
う
ろ
く
プ
ラ
ザ
・
大
会
議
室

（
岐
阜
市
橋
本
町
）

■
定
員　

２
０
０
人
程
度

■
参
加
費　

無
料

■
応
募
方
法　

は
が
き
に
郵
便
番
号
、住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、「
２
０
１
２
長
良
川

鵜
飼
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
希
望
」
を
明
記

の
う
え
、
〒
５
０
０
―
８
７
２
０
岐
阜

市
神
田
町
１
丁
目
11　

長
良
川
鵜
飼
文

化
の
魅
力
発
信
事
業
実
行
委
員
会
宛
へ

郵
送
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
（shoukou-sei@

city.gifu.gifu.jp

）
に
よ
る
申
し
込
み

■
申
込
・
照
会
先　

11
月
１
日
（
木
）
～
15

日
（
木
）
に
長
良
川
鵜
飼
文
化
の
魅
力

発
信
事
業
実
行
委
員
会
（
岐
阜
市
商
工

観
光
政
策
課　

☎
０
５
８
―
２
６
５
―

４
１
４
１　

内
線
６
２
４
２
）

板
取
・
か
ぶ
ら
山
観
察
会

　

長
良
川
の
支
流
、
清
流
で
知
ら
れ
る
板
取

川
や
豊
か
な
森
林
な
ど
を
観
察
し
、
水
や
自

然
と
の
共
生
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

■
日
時　

11
月
23
日
（
金
・
祝
）
午
前
８
時

～
午
後
４
時
ご
ろ

■
場
所　

板
取
21
世
紀
の
森
公
園
・
か
ぶ
ら

山
（
登
山
）　

▽
集
合
場
所
＝
市
役
所
北

駐
車
場
東
側

■
対
象　

中
学
生
以
上
で
、
当
日
健
康
な
状

態
で
参
加
で
き
る
方

■
参
加
費　

１
０
０
０
円
（
保
険
代
・
バ
ス

代
）

■
持
ち
物　

飲
物
、
昼
食
、
雨
具

■
申
込
先　

環
境
ネ
ッ
ト
せ
き
・
平
田
（
☎

24
―
０
４
２
６
）

開催日時 体験メニュー 参加費

11月 8日(木)

13:00～15:00
漬物作り 1,000円

11月20日(火)

13:00～15:00

さつまいもドーナツ

とリンゴ煮作り
1,000円

11月26日(月)

13:00～15:00
こんにゃく作り 1,000円

持ち物：いずれもエプロン・三角巾

関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ広報せき 2012.11.1
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第　

回
ほ
ら
ど
健
康

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会

■
日
時　

11
月
４
日
（
日
）
▽
午
前
８
時
30

分
受
付
（
当
日
受
付
）　

▽
午
前
９
時
開

会
式
・
出
発

※
小
雨
決
行
、
雨
天
の
場
合
は
11
日
（
日
）

■
集
合
場
所　

洞
戸
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

■
コ
ー
ス　

①
九
頭
師
菅
谷
コ
ー
ス
（
約
12

㌔
）　

②
金
比
羅
コ
ー
ス
（
約
５
・
５
㌔
）

■
参
加
費　

無
料
（
参
加
賞
あ
り
）

■
持
ち
物　

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
雨
具

■
照
会
先　

ほ
ら
ど
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
実

行
委
員
会
（
洞
戸
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

内　

☎
０
５
８
１
―
58
―
２
１
１
５
）

※
当
日
照
会
先　

同
会
・
江
崎
（
☎
０
９
０

―
４
１
１
５
―
０
２
３
８
）

第
４
回
伝
説
ロ
マ
ン

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会

　
「
武
儀
の
む
か
し
話
」
に
収
め
ら
れ
て
い

る
伝
説
の
地
を
、
昔
話
を
聞
き
な
が
ら
、
ゆ

っ
く
り
ゆ
っ
た
り
と
歩
き
ま
す
。

■
日
時　

11
月
17
日
（
土
）
▽
午
前
８
時
45

分
受
付
（
当
日
受
付
）　

▽
午
前
９
時
30

分
出
発　

▽
午
後
２
時
30
分
ご
ろ
解
散

※
雨
天
の
場
合
は
18
日
（
日
）

■
集
合
場
所　

武
儀
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

■
コ
ー
ス　
【
の
ん
の
、
ア
ン
コ
ー
ス
】
武

儀
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
発
着
点
）
～

大
洞
満
願
寺
～
水
成
南
宮
神
社
～
粟
野

八
幡
神
社
（
約
８
キ
ロ
）

■
参
加
費　

大
人
５
０
０
円
、
小
中
学
生
２

０
０
円
（
幼
児
無
料
）

■
参
加
賞　

お
茶
、
タ
オ
ル
、
ミ
ニ
う
ち
わ
、

ウ
オ
ー
ク
マ
ッ
プ
、
小
冊
子
、
記
念
小
物

■
持
ち
物　

昼
食

■
照
会
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
平
成
村
（
☎

49
―
２
８
５
５
）

身
体
障
が
い
者

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

■
日
時　

12
月
９
日
（
日
）
午
前
10
時
～
（
受

付
＝
午
前
９
時
30
分
～
）

■
場
所　

関
ボ
ウ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー（
柳
町
）

■
対
象　

市
内
在
住
の
身
体
障
が
い
者

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
先　

11
月
22
日
（
木
）
ま
で
に
福
祉

政
策
課
（
☎
23
―
９
０
３
１　

23
―
７

７
４
８
）

※
申
し
込
み
の
際
に
障
が
い
部
位
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

大
門
通
り
秋
ま
つ
り

「
よ
っ
て
く
ん
祭
」

■
日
時　

11
月
４
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午

後
４
時　

※
小
雨
決
行

■
場
所　

大
門
町
１
～
３
丁
目

■
内
容　

園
児
に
よ
る
鼓
笛
隊
パ
レ
ー
ド
、

半
布
里
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
、
餅
・
菓

子
ま
き
、
宝
く
じ
抽
選
会
、
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
、
各
商
店
特
売
、
出
店
な
ど

■
照
会
先　

藤
井
市
三（
☎
22
―
０
３
９
７
）

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

プ
チ
イ
ベ
ン
ト

【
し
お
り
・
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
作
り
】

　

焼
き
ペ
ン
で
木
の
表
面
を
焦
が
し
て
絵
を

描
き
、
素
敵
な
し
お
り
や
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を

作
り
ま
す
。

■
日
時　

11
月
17
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分

～
11
時
45
分

■
定
員　

20
人
（
申
し
込
み
順
）

■
参
加
費　

２
０
０
円
（
材
料
費
）

■
講
師　

原
康
博
さ
ん
（
木
工
ク
ラ
フ
ト
絵

画
倶
楽
部
代
表
）

■
場
所
・
申
込
先　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
（
☎

24
―
７
７
７
２　

24
―
７
６
６
０
）

長
良
川
文
化
講
座

■
日
時　

11
月
27
日
（
火
）
午
後
１
時
～
３
時

■
場
所　

岐
阜
農
業
協
同
組
合
構
造
改
善
セ

ン
タ
ー
（
ア
グ
リ
パ
ー
ク
・
岐
阜
市
石

谷
寺
之
前
）
▽
集
合
場
所
＝
Ｊ
Ｒ
岐
阜

駅
前
団
体
バ
ス
乗
降
場
（
バ
ス
で
移
動
）

※
正
午
出
発
、
午
後
３
時
30
分
・
駅
で
解
散

■
定
員　

50
人
程
度
（
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

■
内
容　

講
演
「
長
良
川
流
域
の
食
文
化
に

つ
い
て
～
川
魚
料
理
を
中
心
に
～
」
▽

講
師
＝
丸
山
幸
太
郎
さ
ん
（
岐
阜
女
子

大
学
教
授
）、
長
良
川
流
域
の
食
文
化
試

食
体
験

■
参
加
費　

２
５
０
０
円

■
応
募
方
法　

往
復
は
が
き
に
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、「
第
１
回
長

良
川
文
化
講
座
参
加
希
望
」
と
明
記
の

う
え
、
〒
５
０
０
―
８
８
７
５　

岐
阜

市
柳
ケ
瀬
通
１
丁
目
12　

中
日
ビ
ル
２

階　

岐
阜
市
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協

働
セ
ン
タ
ー
・
長
良
川
文
化
フ
ォ
ー
ラ

ム
宛
へ
郵
送

■
募
集
期
間　

11
月
１
日（
木
）～
15
日（
木
）

■
照
会
先　

岐
阜
市
社
会
教
育
課
（
☎
０
５

８
―
２
６
５
―
４
１
４
１　

内
６
３
５

７
）

24
―
７
７
７
２

24
―
７
６
６
０
）

11

関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ 広報せき 2012.11.1

11月の市民天体観望会
日　　時
テ  ー  マ
場　　所
内　　容
料　　金
定　　員
参加方法

照  会  先

11月24日（土）午後7時～8時30分
「月と木星を見よう」

学習情報館3階・まなびセンター
プラネタリウムでの学習、屋外での天体観望
一般300円、中学生以下無料
100人（定員になり次第締め切り）
予約はできません。受付開始は午後6時30分から。
順に並んでお待ちください。（遅れての参加はお断り）
雨天時は、プラネタリウムでのテーマ解説のみ。（料金は同じ）
中学生以下の方の参加は保護者同伴。
まなびセンター（☎23-7760）

中学生以下
参加無料
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愛
犬
の
し
つ
け
方
教
室

　

ペ
ッ
ト
ド
ッ
グ
ト
レ
ー
ナ
ー
を
講
師
に
迎

え
、
犬
の
し
つ
け
方
の
基
本
や
問
題
行
動
の

矯
正
の
仕
方
な
ど
を
、
講
義
と
実
技
を
通
し

て
学
び
ま
す
。

■
日
時　

11
月
21
日
（
水
）
午
後
２
時
か
ら

２
時
間
程
度

■
場
所　

中
濃
総
合
庁
舎
（
美
濃
市
）

■
定
員　

40
人
（
申
し
込
み
順
）

※
狂
犬
病
予
防
注
射
と
５
種
以
上
の
混
合
ワ

ク
チ
ン
接
種
済
み
で
あ
れ
ば
、
愛
犬
を

連
れ
て
参
加
で
き
ま
す
。

■
申
込
先　

関
保
健
所
生
活
衛
生
課
（
☎
33

―
４
０
１
１　

内
線
３
５
８
）

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
運
動
教
室

　

ス
ト
レ
ッ
チ
や
筋
ト
レ
の
方
法
、
効
果
の

高
い
運
動
方
法
な
ど
、
自
宅
で
も
実
践
で
き

る
簡
単
な
体
操
を
し
ま
す
。「
最
近
ち
ょ
っ

と
体
重
が
増
え
て
き
た
」「
お
な
か
が
目
立

っ
て
き
た
」
と
感
じ
て
い
る
方
に
ピ
ッ
タ
リ

の
教
室
で
す
。

■
日
時　

11
月
22
日
（
木
）
午
後
１
時
30
分

～
３
時

■
内
容　

日
常
生
活
の
中
で
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
る
運
動
・
呼
吸
法
の
紹
介
と
実
践

※
運
動
前
に
血
圧
測
定
と
体
調
チ
ェ
ッ
ク
を

行
い
、
そ
の
結
果
に
よ
っ
て
参
加
を
見

合
わ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
対
象　

市
内
在
住
の
30
～
69
歳
の
方

■
定
員　

20
人
（
申
し
込
み
順
）

■
持
ち
物　

汗
ふ
き
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
運

動
の
で
き
る
服
装

■
場
所
・
申
込
先　

洞
戸
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎

０
５
８
１
―
58
―
２
２
０
４
）

げ
ん
き
ら
ん
ど
（
２
歳
児
）

～
歯
み
が
き
教
室
～

■
日
時　

11
月
26
日
（
月
）
午
前
９
時
30
分

～
11
時
（
受
付
＝
午
前
９
時
20
分
～
９

時
30
分
）

■
場
所　

関
市
保
健
セ
ン
タ
ー

■
対
象　

平
成
22
年
８
月
～
９
月
生
ま
れ
の

幼
児
と
そ
の
保
護
者

■
内
容　

む
し
歯
菌
を
見
て
み
よ
う
、
む
し

歯
菌
の
数
を
調
べ
よ
う
、
歯
み
が
き
指
導

■
定
員　

20
人
（
申
し
込
み
が
必
要
）

■
持
ち
物　

歯
ブ
ラ
シ
、
コ
ッ
プ
、
タ
オ
ル
、

母
子
健
康
手
帳
（
お
口
の
健
康
ノ
ー
ト

の
あ
る
方
は
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

■
申
込
・
照
会
先　

関
市
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎

24
―
０
１
１
１　

23
―
６
７
５
７
）

水
中
運
動
教
室

■
日
時　

11
月
29
日
（
木
）
午
前
10
時
30
分

～
11
時
45
分

■
場
所　

武
芸
川
健
康
プ
ー
ル

■
内
容　

簡
単
な
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
や
水
中
ウ

オ
ー
キ
ン
グ

■
対
象　

市
内
在
住
の
70
歳
未
満
の
方

■
定
員　

15
人
（
申
し
込
み
順
）

■
持
ち
物　

水
着
、
水
泳
キ
ャ
ッ
プ
、
タ
オ
ル

※
水
着
・
水
泳
キ
ャ
ッ
プ
は
無
料
で
借
り
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
参
加
費　

プ
ー
ル
利
用
料
と
し
て　

▽
65

歳
未
満
の
方
＝
４
０
０
円　

▽
65
歳
以

上
の
方
＝
１
０
０
円

■
申
込
先　

武
芸
川
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
46

―
２
８
９
９
）

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

全
国
一
斉
強
化
週
間

　

夫
、
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
職
場
で

の
セ
ク
ハ
ラ
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
、
女

性
の
人
権
相
談
に
女
性
人
権
擁
護
委
員
が
電

話
で
応
対
し
ま
す
。
相
談
無
料
、秘
密
厳
守
。

■
日
時　

11
月
12
日
（
月
）
～
18
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

※
土
・
日
曜
日
は
午
前
10
時
～
午
後
５
時

※
右
記
以
外
に
も
、
平
日
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分
は
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
電
話　

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
☎

０
５
７
０
―
０
７
０
―
８
１
０
）

■
照
会
先　

岐
阜
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

（
☎
０
５
８
―
２
４
５
―
３
１
８
１
）

多
重
債
務
無
料
相
談
会

　

返
し
き
れ
な
い
借
金
の
支
払
い
に
困
っ
て

い
る
、
利
息
を
払
い
過
ぎ
て
い
る
か
も
し
れ

な
い
と
い
う
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

11
月
20
日
（
火
）
午
後
１
時
～
４
時

■
場
所　

可
茂
総
合
庁
舎
（
美
濃
加
茂
市
）

■
相
談
方
法　

面
接
相
談
（
要
予
約
・
前
日

受
付
締
め
切
り
）

■
申
込
・
照
会
先　

県
環
境
生
活
政
策
課（
☎

０
５
８
―
２
７
２
―
８
２
０
４
）

11月のプラネタリウム投影
日　　時

テ  ー  マ
場　　所
料　　金

定　　員
照  会  先

11月24日（土）・25日（日）
①午前10時30分～　②午後1時～　③午後2時10分～　④午後3時20分～
⑤＜24日のみ＞午後7時～（天体観望会の解説を兼ねる）
※投影時間は約40分。受付入場開始時間は各投影開始時刻の15分前から。
　予約はできません。順に並んでお待ちください。

「木星の世界」
学習情報館3階・コスモホール
一般300円、中学生以下無料
※団体割引あり（大人20人以上）、
　市内在住の障がい者・65歳以上の方は半額
各回100人（定員になり次第締め切り）
まなびセンター（☎23-7760）

中学生以下
参加無料

―
２
８
９
９
）

関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ広報せき 2012.11.1
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緑
化
事
業
に
ご
協
力
を

　

市
で
は
「
花
の
都
ぎ
ふ
」
づ
く
り
の
一
環

と
し
て
、
花
で
飾
る
緑
化
事
業
を
進
め
て
い

ま
す
。
今
年
も
パ
ン
ジ
ー
・
ビ
オ
ラ
の
苗
を

希
望
団
体
に
配
布
し
ま
す
（
個
人
配
布
は
し

ま
せ
ん
）。
な
お
、
配
布
数
に
は
限
り
が
あ

り
ま
す
。
花
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
づ
く
り
に
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
配
布
数　

１
団
体
に
つ
き
１
０
０
株
程
度

（
申
し
込
み
順
）

■
配
布
日　

11
月
26
日
（
月
）
～
12
月
７
日

（
金
）
※
土
日
を
除
く

■
配
布
場
所　

市
役
所

■
申
込
先　

11
月
７
日
（
水
）
午
前
８
時
30

分
か
ら
都
市
整
備
課
（
☎
23
―
７
７
１

６　

23
―
７
７
４
６
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
袋
の
配
布

　

街
路
・
公
園
な
ど
の
清
掃
活
動
の
際
に
使

用
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
袋
を
配
布
し
て
い
ま

す
。
必
要
な
方
は
、
左
記
窓
口
で
お
受
け
取

り
く
だ
さ
い
。
今
後
も
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
照
会
先　

都
市
整
備
課
（
☎
23
―
７
９
８

１　

23
―
７
７
４
６
）

ご
み
の
野
外
焼
却
（
野
焼
き
）
は

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　

ご
み
の
野
外
焼
却
（
野
焼
き
）
は
、
例
外

と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
場
合
を
除
き
、
法

律
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

野
焼
き
に
よ
る
煙
、
す
す
、
悪
臭
は
、
近

所
に
迷
惑
を
か
け
る
だ
け
で
な
く
、
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
な
ど
有
害
物
質
の
発
生
に
つ
な
が
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
こ
れ
か
ら
の
時

期
は
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
に
つ
な
が
る
恐

れ
も
あ
り
ま
す
。

　

簡
易
焼
却
炉
に
よ
る
焼
却
や
、
ド
ラ
ム
缶

で
の
焼
却
、
穴
を
掘
っ
て
の
焼
却
な
ど
も
野

焼
き
行
為
と
み
な
さ
れ
、
処
罰
の
対
象
に
な

り
ま
す
。

　

ご
み
を
処
分
す
る
場
合
は
、
一
般
家
庭
で

あ
れ
ば
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
、
事
業

所
で
あ
れ
ば
許
可
業
者
に
委
託
す
る
な
ど
適

正
な
処
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
照
会
先　

生
活
環
境
課
（
☎
23
―
６
７
３

３　

23
―
７
７
５
０
）

戦
没
者
追
悼
式

　

戦
争
に
よ
り
尊
い
命
を
な
く
さ
れ
た
方
々

に
対
し
、
心
か
ら
哀
悼
の
意
を
表
し
、
世
界

の
恒
久
平
和
を
祈
り
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

11
月
９
日
（
金
）
午
後
１
時
30
分
～

■
場
所　

関
市
文
化
会
館
・
大
ホ
ー
ル

■
照
会
先　

福
祉
政
策
課
（
☎
23
―
９
０
３

２　

23
―
７
７
４
８
）

関
都
市
計
画
用
途
地
域
お
よ
び

準
防
火
地
域
変
更
案
の
縦
覧

　

都
市
計
画
用
途
地
域
お
よ
び
準
防
火
地
域

の
都
市
計
画
変
更
案
に
つ
い
て
、
次
の
と
お

り
縦
覧
を
行
い
ま
す
。都
市
計
画
案
に
対
し
、

ご
意
見
の
あ
る
方
は
、
縦
覧
期
間
中
、
市
長

に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
縦
覧
期
間　

11
月
１
日（
木
）～
15
日（
木
）

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

■
縦
覧
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

■
縦
覧
場
所
・
照
会
先　

都
市
計
画
課
（
☎

23
―
７
６
９
９
）

所
得
税
の
青
色
申
告

決
算
等
説
明
会

　

青
色
申
告
を
さ
れ
て
い
る
個
人
の
方
を
対

象
に
、
決
算
や
年
末
調
整
事
務
に
お
け
る
留

意
事
項
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

■
日
時　

11
月
15
日
（
木
）
午
前
10
時
～
正
午

■
場
所　

わ
か
く
さ・
プ
ラ
ザ
「
学
習
情
報
館
・

多
目
的
ホ
ー
ル
」

※
青
色
申
告
決
算
書
用
紙
は
、
確
定
申
告
書

用
紙
に
同
封
し
て
送
付
し
ま
す
。（
電
子
申

告
を
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、
送
付
し
ま
せ

ん
。）

※
確
定
申
告
書
用
紙
や
青
色
申
告
決
算
書
用

紙
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
照
会
先　

関
税
務
署
個
人
課
税
第
一
部
門

（
☎
22
―
２
２
３
７
）

櫻井さかへさん 中村千代子さん

　10月で100歳の誕生日を迎えられた櫻井さかへさん（側島）と中村
千代子さん（千疋）に、尾関市長からお祝い金が贈呈されました。お
二人とも、普段は長男家族とともになかよく暮らしており、好き嫌い
なく何でも食べることが長寿の秘訣とのこと。家族や親戚の方に囲ま
れて、明るい笑顔を見せていました。いつまでもお元気で。　
　　　　　　　　　　　　照会先　高齢福祉課　☎２３－７７３０

関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ 広報せき 2012.11.1
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平
成
25
年
関
市
成
人
式
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。

■
開
催
日　

平
成
25
年
１
月
13
日
（
日
）

■
対
象
者　

平
成
４
年
４
月
２
日
～
平
成
５

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方

※
市
内
に
住
民
登
録
（
11
月
15
日
現
在
）
を

し
て
い
る
方
に
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
。

ま
た
、
市
外
に
住
所
の
あ
る
方
で
参
加

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、12
月
７
日
（
金
）

ま
で
に
中
央
公
民
館
ま
た
は
各
地
域
事

務
所
、
武
儀
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

■
照
会
先　

中
央
公
民
館
（
☎
23
―
７
７
７

６　

23
―
７
７
７
８
）

労
働
保
険
の
手
続
き
を

　

労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と
雇
用
保
険

の
総
称
で
、
一
人
で
も
労
働
者
を
雇
用
す
る

事
業
主
は
必
ず
労
働
保
険
に
加
入
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
労
災
保
険
」
は
、
労
働
者
が
業
務
や
通

勤
時
に
、
負
傷
、
疾
病
ま
た
は
死
亡
し
た
場

合
に
、
労
働
者
や
遺
族
に
対
し
必
要
な
給
付

を
し
ま
す
。
臨
時
・
ア
ル
バ
イ
ト
も
全
て
対

象
で
す
。

　
「
雇
用
保
険
」
は
、
労
働
者
が
失
業
し
た
時

や
教
育
訓
練
を
受
講
し
た
時
、
ま
た
は
60
歳

以
上
65
歳
未
満
の
労
働
者
や
育
児
・
介
護
休

業
中
の
労
働
者
に
一
定
の
賃
金
低
下
が
あ
っ

た
場
合
に
必
要
な
給
付
を
し
ま
す
。
パ
ー
ト

タ
イ
ム
労
働
者
も
、
１
週
間
の
所
定
労
働
時

間
が
20
時
間
以
上
で
、
か
つ
31
日
以
上
引
き

続
い
て
雇
用
さ
れ
る
見
込
み
の
場
合
は
、
雇

用
保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
事
業
主
に
対
し
て
、
失
業
の
予
防
、

雇
用
の
安
定
、
労
働
者
の
福
祉
増
進
の
た
め

の
各
種
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
。

■
照
会
先　

岐
阜
労
働
局
労
働
保
険
徴
収

室
（
☎
０
５
８
―
２
４
５
―
８
１
１
５
）、

関
労
働
基
準
監
督
署
（
☎
22
―
３
２
５

１
）、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
関
（
☎
22
―
３
２

２
３
）

11
月
９
日
は
１
１
９
番
の
日

　

消
防
署
で
は
、
市
民
か
ら
の
１
１
９
番
通

報
に
よ
り
、
消
防
車
や
救
急
車
が
出
動
し
ま

す
。
正
し
い
場
所
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な

け
れ
ば
、
災
害
現
場
へ
の
到
着
が
遅
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
い
ざ
自
分
が
１
１
９
番
通
報
を

す
る
と
い
う
場
面
で
、
正
確
な
通
報
が
で
き

る
よ
う
に
緊
急
通
報
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し

ま
す
。

■
正
確
に
「
１
１
９
」
番
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
ま

し
ょ
う
。

■
落
ち
着
い
て
必
要
な
用
件
を
話
し
ま
し
ょ
う
。

▽
火
事
か
救
急
か
を
伝
え
る

▽
場
所
を
正
し
く
、
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る

▽
自
分
が
い
る
場
所
の
地
名
な
ど
が
わ
か
ら

な
い
時
は
、
目
印
に
な
る
目
標
物
な
ど

を
伝
え
る

▽
火
災
、
事
故
の
状
況
な
ど
、
わ
か
る
範
囲

で
伝
え
る

▽
通
報
者
の
名
前
と
電
話
番
号
を
伝
え
る

■
携
帯
電
話
か
ら
の
通
報
は
、
再
度
問
い
合

わ
せ
す
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
消
防
隊

（
救
急
隊
）
が
到
着
す
る
ま
で
、
電
源
は

切
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
火
災
や
救
急
の
問
い
合
わ
せ
は
、

１
１
９
番
で
は
な
く
、
一
般
回
線
電
話
（
☎

０
５
７
５
―
23
―
０
１
１
９
）
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

■
照
会
先　

関
消
防
署（
☎
23
―
０
１
１
９
）

お
わ
び
と
訂
正

　

広
報
せ
き
７
～
10
月
15
日
号
に
掲
載
し
た

記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
わ
び

し
て
訂
正
し
ま
す
。

○
「
市
役
所
休
日
窓
口
開
設
」
欄
の
照
会
先

の
電
話
番
号

【
正
】
☎
23
―
７
７
０
０

■
照
会
先　

市
民
課
（
☎
23
―
７
７
０
０
）

平
成
25
年
関
市
成
人
式

連絡先

中央公民館　
☎ 23-7776
洞戸事務所　
☎ 0581-58-2111
板取事務所　
☎ 0581-57-2111
武芸川事務所
☎ 46-2311
同左　
☎ 49-3715

上之保事務所
☎ 47-2001

会　場

関市文化会館

洞戸生涯
学習センター

板取事務所

武芸川生涯
学習センター
武儀生涯
学習センター

上之保生涯
学習センター

開始時間

午後 1時

午前 11 時

午前 10 時

正　午

午前 11 時

午前 10 時

地　域

関

洞　戸

板　取

武芸川

武　儀

上之保

関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ広報せき 2012.11.1

ケーブルテレビ・チャンネル長良川

明
あ す

日を創
つ く

る関のまち 11月号
岐阜エフエム  80.0MHz

シティ インフォメーション

ぎふチャン  岐阜ラジオ1431kHz

関市の時間

放送時間
毎週金曜日

午前9時～

毎月第1・3水曜日

午前9時40分

放送内容

月  ・ 金 曜 日
火 曜 日
水 曜 日
木 曜 日
土 曜 日
日 曜 日

：
：
：
：
：
：

午前10時30分〜10時45分
午前6時〜6時15分
午後8時15分〜8時30分
午後3時30分〜3時45分
午後7時45分〜8時
午前9時30分〜9時45分

関市で開催された6競技の模様をダイジェ
ストで振り返ります。

「あの感動をもう一度~ぎふ清流国体・大会~」

11/  2：イイハ刃物の日
11/  9：秋の祭典あれこれ
11/16：篠田桃紅美術空間企画展

11/  7：刃物の日と刃物セミナー
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相談先 関市消費生活相談室（商工課内）　 23-6752

（独）国民生活センター 見守り新鮮情報より

　 「物干し竿 2 本で千円」と巡回していた

移動販売車を呼び止めた。するといきなり値

段表を見せられ、3 千円のところを指さして、

「これしかないがよいか」とアナウンスとは違

う竿を勧められた。「ステンレス製で質も良

い」ということだったので4 本注文したとこ

ろ、代金を支払うときになって突然 8 万円請

求された。値段表と違うと指摘したが「それ

は 50 センチ当たりの料金だ」と言われた。

財布にあった5万円を渡してどうにか帰って

もらったが、業者は若い男性で、家には自分

一人だったため怖くてそれ以上抵抗できな

かった。高額でおかしい。返金してもらえるか。

（60歳代　女性）

見守り

新鮮情報
思わぬ高額請求！
移動販売の物干し竿購入トラブル

あ
っ
た
か
子
ど
も
見
守
り
標
語 ●クーリング・オフが可能な場合もあります

が、領収証が発行されなかったり、発行さ

れても記載された連絡先や住所が架空の

ものだったりで、その後の返金交渉などが

できないケースが多く見られます。

●移動販売業者から購入する際は、購入前

にしっかり商品と金額を確認することが大

切です。金額などに納得がいかない場合は

きっぱり断りましょう。

●困ったときは、お住まいの自治体の消費生

活センターなどにご相談ください。

気をつけてね

ひとこと助言ひとこと助言

●事例の他にも、「長さ調節のため竿を切っ

た後に初めて請求額を言われ『もう切って

しまったから返品不可』と支払いを強要さ

れた」「物干し竿だけを希望しているのに

物干し台まで買わされた」などのケースも

あります。

　

そ
ろ
そ
ろ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す

る
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
普
通
の
風
邪
と

同
じ
よ
う
に
、
の
ど
の
痛
み
、
鼻
汁
、
咳

な
ど
の
症
状
も
見
ら
れ
ま
す
が
、
38
℃
以

上
の
発
熱
、
頭
痛
、
関
節
痛
、
筋
肉
痛
な

ど
全
身
の
症
状
が
特
徴
で
す
。
子
ど
も
は

急
性
脳
症
、
高
齢
者
や
免
疫
力
が
低
下
し

て
い
る
方
は
肺
炎
を
併
発
す
る
な
ど
、
重

症
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、
注
意
が
必
要
で

す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
い
っ
た
ん
流
行

が
始
ま
る
と
、
短
期
間
に
多
く
の
人
へ
感

染
が
広
が
り
ま
す
。
日
本
で
は
、
例
年
12

月
～
３
月
ご
ろ
に
流
行
し
て
い
ま
す
。

◆
か
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
…

①
手
洗
い
・
う
が
い

　

手
洗
い
は
手
に
付
着
し
た
ウ
イ
ル
ス
を

取
り
除
き
、
う
が
い
は
の
ど
の
乾
燥
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
適
度
な
温
度
と
湿
度

　

ウ
イ
ル
ス
は
、
低
温
・
乾
燥
を
好
み
ま

す
。
乾
燥
し
や
す
い
室
内
で
は
加
湿
器
な

ど
を
使
っ
て
、
適
切
な
湿
度（
50
～
60
％
）

を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

③
ゆ
っ
く
り
休
む
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

　

体
の
抵
抗
力
を
高
め
る
た
め
に
、
日
ご

ろ
か
ら
十
分
な
休
養
と
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
食
事
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

④
人
混
み
へ
の
外
出
を
控
え
る

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
て
き
た

ら
、人
混
み
へ
の
外
出
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

⑤
せ
き
エ
チ
ケ
ッ
ト

　

せ
き
や
く
し
ゃ
み
の
症
状
が
あ
る
と
き

は
マ
ス
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。
マ
ス
ク
を
し

て
い
な
い
と
き
は
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
ハ
ン

カ
チ
な
ど
で
口
と
鼻
を
お
お
い
、
周
り
の

人
か
ら
顔
を
そ
む
け
ま
し
ょ
う
。

⑥
流
行
前
の
ワ
ク
チ
ン
接
種　

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
は
、
感
染

予
防
と
、
か
か
っ
た
場
合
の
重
症
化
を
防

止
で
き
ま
す
。

照
会
先

65
歳
以
上
の
方
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
補
助（
一
部
）
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
個
人
負
担
　
１
５
０
０
円

◆
期
間　

12
月
28
日（
金
）
ま
で

※
詳
し
く
は
、広
報
せ
き
10
月
１
日
号
16
ペ
ー

　

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ 広報せき 2012.11.1
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24-2525

桜本町2 丁目

24-2529

若草通2 丁目

11 月の休館日

11 月の休館日

5日(月)、12日(月)、19日（月）、26日（月）

市民の劇場

第245回市民の劇場

5日（月）、12日（月）、19日（月）、26日（月）

11月の主な行事

11月21日（水）午前10時30分
～11時30分 11月24日（土）午後2時～3時30分

11月11日（日）午前10時30分～正午

図書館内「おはなしコーナー」 わかくさ・プラザ
「学習情報館2階・ギャラリー」

わかくさ・プラザ
「学習情報館2階・ギャラリー」

15組30人　※申し込み順

0～1歳児と保護者 20人　※申し込み順20人　※申し込み順

気に入ったおもちゃで遊んだり、

手遊びやふれあい遊び、絵本の

読み語りなどを通して、親子で

ゆっくり楽しい時間を過ごしませ

んか。

新しく関市となった旧武儀郡地

域と旧関市の方言の記述を概観

し、そこに見られる特徴を考え

ます。「旧郡内でもっとも方言記

述を熱心にやったところは？」「こ

れから方言はどうなっていくの？」

などを考えましょう。

鍛えられた体が美しいのは、それ

ぞれのパーツが機能的に連携し働

きを十分に発揮している証拠です。

骨と筋は運動器ですが、さらに体

形を保ち、内臓や脳を守る機能を

も担います。解剖学は、骨「コツ」

と筋「キン」からスタートします。

※行事・日時など一部変更されることがあります。

『第 6 回 みんなであそぼう』 『関の方言』
（きままに関学～その 6 ～）

解剖学は運動器から

日　時

日　時

日　時

3日(土・祝)・4日（日）・8日(木)・10日(土)・11日(日)・15日（木）・17日(土)・18日(日)・24日(土) ・25日(日)

土日：午後2時～3時、平日：午前10時30分～11時 図書館内「おはなしコーナー」

土曜：おはなし広場「どんぐり」／日曜：かみふうせん ／第2木曜：こちょこちょ

第3木曜：てくてく

期　日

時　間 場　所

読み手

場　所
場　所

場　所

内　容

内　容内　容 定　員

対　象 定　員定　員

ダーリンプル規子さん、ゼミ
生のみなさん（中部学院大学
短期大学部幼児教育学科）

講　師

山田敏弘さん（岐阜大学教育
学部シニア准教授）

講　師
正村静子さん（中部学院大学
リハビリテーション学部教授、

岐阜大学名誉教授）

講　師

お申し込みは、図書館カウンターまたは電話、FAXにてお待ちしています。

図書館イベントは“参加無料”です。
図書館イベント参加者募集

11月4日（日）は古本まつりです

11月の
おはなし会

青島広志の
おしゃべりコンサート

ピアノ ジャック
→Ｐia-no-jaC←

ひと足早いクリスマス

12月16日（日）

11月25日（日）

開演 午後2時　
(開場 午後1時30分)

開演 午後 5時 
(開場 午後 4時30分)

照会先 武儀生涯学習センター
☎49-3715

関市文化会館

全自由席 1,500円（税込）

全席指定 

　3,000円（税込）

11月15日（木）
前売開始

好評発売中！

11月の
おはなし会

武儀生涯学習センター

日 会 場 催し物 開演（会）時刻

2日（金） 大ホール 第35回関市老人クラブ大会 午前9時30分

3日（土・祝） 市民ロビー アフタヌーンコンサート　ソプラノ＆ピアノ
「花尽くし～ピアノと歌で愛でる花曲」 午前11時

3日（土・祝）
～13日（火） 市民広場 第57回関市文化祭　菊花展 午前10時

4日（日）
小ホール・
ホワイエ
第3・4会議室

第57回関市文化祭　市民茶会 午前10時

4日（日） 大ホール 第57回関市文化祭　邦楽大会 午後1時

8日（木）
小ホール・ホワイエ
第2～6会議室
第1～3個展室

第26回岐阜県造形教育・図画工作・
美術教育研究大会　美濃大会

午前9時

9日（金） 大ホール 関市戦没者追悼式 午後1時30分

9日（金）～
11日（日） 第1～3個展室 グループ・アトリエ展 午前9時30分

（初日のみ正午）

10日（土）～
11日（日） ホワイエ 第 57 回関市文化祭　盆栽展２部 午前9時

11 日（日） 大ホール 関民踊研究会
35 周年記念ボランティア民踊の集い 午前10時

11 日（日） 第2～6会議室 第 57 回関市文化祭　文芸大会 午後1時

15日（木）～
18日（日） 第1～3個展室 グループげんび作品展 午前10時

18 日（日） 大ホール 第 57 回関市文化祭　洋楽祭 正午

22 日（木） 大・小ホール 第 44 回東海地区公立小中学校事務研究大会
関大会 午前10時

24 日（土） 大ホール 中部学院大学・中部学院大学短期大学部
プロムナードコンサート 2012 午後 2時 30 分

25 日（日） 大ホール 第 245 回市民の劇場
ピアノジャック 午後 5時有料

広報せき 2012.11.1
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　富野保育園の年長児が10 月10 日、上大野の民家

で恒例の栗拾いと栗きんとん作りを体験しました。

園児たちは、栗の拾い方を教わり、地面に落ちてい

る｢ いが栗｣ を見つけると、足を使って器用にむいて

いました。続いて、ゆでた栗を砕き砂糖を加えて混

ぜ、下ごしらえした栗を布に乗せて、上手に丸めて

包み形を整え、栗きんとんを完成させました。抹茶

とともにおいしくいただき、満足そうに秋の素朴な

自然にふれあっていました。

　近い将来、次々と更新時期を迎える市の公共施設に

対し、今後円滑な市政運営をしていくため、施設の規

模やサービスの見直しなどを考える「公共施設更新

問題研修会」が10 月10 日に開かれ、市職員らが聴講

しました。先進自治体である神奈川県秦野市から講師

を迎え、この問題がどうして起こるのか、今後の方針

などについて講演。市は、状況をいち早く公表し、市民

と共に危機感を持って課題解決に取り組みます。

　ぎふ清流国体開催期間中の10 月8 日、｢ 体育の日

｣ 恒例のスペシャルイベントで、総合体育館や温水

プールが無料開放され、市民らがさまざまなスポー

ツで汗を流しました。バドミントン、卓球など本格的

なラリーを競い合ったり、カローリングなどの軽ス

ポーツを家族や友達と一緒に楽しんだりしました。

参加者同士がコミュニケーションを取りながら体を

動かし、心身ともにリフレッシュしました。

広報せき 2012.11.1

10月1日〜15 日にあった

市内の話題を中心に

ご紹介します。

秋のスイーツ作ったよ

公共施設更新問題を考えるスポーツで心身リフレッシュ
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　秋の恒例イベント「第45 回刃物まつり」が10 月

13・14 日の両日に開かれました。各会場には県内外

から多くの観光客が来訪。刃物大廉売市やアウトド

アズ・ナイフショーのほか、刀匠らによる古式日本刀

鍛錬や刀剣研磨外装技術、居合道、ご当地グルメなど

を楽しみました。廉売市には45 業者が集い、多彩な刃

物製品を提供。包丁やはさみ、農機具などを10 点以上

購入した方もいて、まつりを満喫していました。

　旭ヶ丘中学校で10 月9 ～10 日、1 年生生徒を対象

に「茶道から学ぶ日本のマナー」講座が開かれ、日本

の伝統である茶道体験を通しておもてなしの心など

を学習しました。市内在住の茶道・裏千家師範代であ

る井川秀子さんを講師に迎え、マナー指導。校舎4 階

の和室を使用して、正座やお辞儀などの仕方とお点

前の方法を学びました。体験を終えた生徒からは「正

しい作法が身についた」などの声が聞かれました。

　10 月15 日、今年で62 回目となる市制記念日に市政

功労者の功績をたたえ、表彰式が行われました。地方

自治や産業、社会福祉、保健衛生、教育文化などで功

績のあった15 人の方が尾関市長から表彰を受けまし

た。また、多大な寄付などで4 団体・企業に感謝状が

手渡されました。この日の午後からは教育功労者の

表彰式があり、16 人の方と1 団体に教育委員長から

賞状が手渡されました。

　東田原の国道248 号沿いの休耕田で10 月上旬、コ

スモスとヒマワリが満開を迎えました。ピンクと黄

色の鮮やかな花が一面に咲き乱れ、地域住民や市内

外からの見物客の心を癒しました。国の助成を受け

て、地域住民らでつくる東田原地域保全管理組合が

栽培し、今年で5 年目。コスモス、ヒマワリ合わせて3

ヘクタールに20 万本ほどが咲き、来場者はうっとり

眺めてその美しさに魅了されていました。

　 食欲の秋、読書の秋、スポーツの秋・・・皆さんの「秋」はどれでしょうか？もちろん一つではなく、いろいろな「秋」

をお持ちの方もいらっしゃると思います。

　スポーツといえば！なんといっても今年は「ぎふ清流国体・清流大会」で盛り上がりましたね。市民の皆さんにとっ

ても、大変思い出に残る大会になったのではないでしょうか。私も取材のために各会場にお邪魔すると、たくさんのボ

ランティアの皆さんがいらっしゃいました。仕事をはじめ、地元やPTA などでお世話になっている方々に、あちらこちらでお会いし、皆

さんとのつながりを改めて実感することができました。

　読書といえば、他人が1日、2日で読んでしまうだろうと思う本を、1カ月くらいかけて読んでいますが、なかなか習慣にはなりません

ね(^_ ;̂) そして、秋の味覚。我が家では「栗」ですね。子どもたちも大好きです。

　いろいろな「秋」を満喫しましょう！市内ではいろいろな秋のイベントが開催されます。まずは広報せき10 月15 日号の6、8 ページ

を！！

話

広報せき 2012.11.1

青空の下 「刀都」 にぎわう茶道から学ぶ日本のマナー

関市のためにありがとうコスモスとヒマワリの競演



関の「文化財」を紹介します。

その28

照会先  文化財保護センター  ☎ 46-2313

50

　弥
み ろ く じ

勒寺跡は、1959 年（昭和 34）に国の史跡に指定されました。2007 年（平成 19）には、弥勒寺東遺
跡が追加指定され、史跡としての名称も「弥勒寺官

か ん が

衙遺跡群」に改められました。
　弥勒寺東遺跡は、ムゲツ氏の拠点（7 世紀後半）であり、奈良時代から平安時代中ごろ（8 ～ 10 世紀前半）
まで武儀郡を治めた役所（武義郡

ぐん

衙
が

）の跡と考えられています。
　672 年（天武元）の壬申の乱で、大海人皇子（後の天武天皇）の舎

と ね り

人（皇子の側近）として都に出仕して
いた身

むげつのきみ ひ ろ

毛君広が活躍しました。これにより郡領としての地位を固めたムゲツ氏が、氏
うじでら

寺として建立したのが弥
勒寺と考えられています。後に「大寺」と呼ばれ、仏教興隆の拠点である「郡寺」として武義郡衙とともに栄
えます。律令国家を支えた地方官衙の典型として全国に知られた遺跡群です。
　この他に関連する遺跡として、弥勒寺西遺跡（祭祀の跡）、池尻大塚古墳（古墳時代後期の方墳で、ムゲ
ツ氏の墓と考えられている）があります。

50

官衙―古代の役所の意。
ムゲツ氏―「古事記」や「日本書紀」
に登場する古代豪族。身毛のほか、
牟宜都、牟義津、身月などさまざま
な表記がある。
丸山古窯跡―「弥勒寺」に瓦を供給
した美濃市大矢田にある窯跡。

長良川鉄道関駅より車で約 10 分、東
海環状自動車道関広見 ICより約 5 分
国道 418 号線「小瀬北」交差点北折
バス関板取線「鮎之瀬橋」下車、徒
歩約 5 分

豆知 識

アクセス

遺跡は随時散策可。秋から初冬にかけて、紅葉の競演が美しい。出土品の一部を関市円空館で見ることができます。
【関市円空館】

▽開館時間＝午前 9 時～午後 4 時 30 分　 ▽休館日＝月曜日、祝日の翌日（土・日・祝日を除く）、年末年始

▽入館料＝大人 200 円、中学生以下無料

発行／岐阜県関市　編集／秘書広報課　〒 501-3894 関市若草通 3 丁目1番地　☎ 0575-22-3131　　 0575-23-7744

E-mail hishokoho@city.seki.lg.jp　ホームページ http://www.city.seki.gifu.jp/

「広報せき」は、ボランティア団体のご協力で、視覚障がいのある方に音訳（朗読）テープと点字による広報をお届けしています。
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弥勒寺官衙遺跡群・弥勒寺跡
弥勒寺官衙遺跡（弥勒寺東遺跡）
丸山古窯跡（国指定史跡　池尻）

▲塔跡 ▲金堂跡




